
1．はじめに
　本報告では、サウジアラビアと日本の合同調査隊に
よ る 紅 海 沿 岸 の ハ ウ ラ ー（al-Hawra’）遺 跡 調 査

（2020/2-3）の成果を記す。私たちの研究対象地区は、
イスラーム以前よりジュハイナ族の領域であった。ハ
ウラーは、9 世紀以後にはエジプトからの巡礼路上の
港町として頭角を現し、内陸のワーディー・アル＝ク
ラーの諸都市の港として機能し、ハイバルの港とも記
述された。12 世紀半ば頃までハウラーは命脈を保っ
たようであるが、ヤークート（d.13C.）の記述等からは、
13 世紀前半には廃墟と化したことが窺われる。そこ
で、私たちは、この遺跡調査を始めるにあたって、海
洋から山間（砂漠）を経てヒトやモノが通ったネット
ワークの実態を解明するために、ハウラーの港町に加
え、遺跡のある小湾の後背部を通る巡礼路との総合考
察を行っている（図 1）。

2．ハウラー遺跡調査
　ハウラー遺跡は、タブーク州ウムルジュの 10 km
ほど北に位置し、南北に 2 km、東西に 0.5〜1.0 km 程
度の広がりを持つ。1980 年代に在地の考古学研究者
によって部分的な試掘調査が行われたが、基本的には
未調査の遺跡である。遺跡は港域と集落域に分化され、
このうち集落域（House 1〜4）は、東西 300 m、南北
150 m ほどの規模を測る（図 2）。上部構造は既に失わ

れているが、分布する遺構の多くは、火山岩や珊瑚ブ
ロックが用いられている。集落の一角には、1980 年
代の試掘調査でモスクと推測される遺構もみつかって
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図 1　研究対象地区周辺の都市分布
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おり、クルアーンの一節が記された堂々とした石製リ
ンテルが取り上げられている。昨年度の調査では、遺
跡清掃の一環で行った樹木伐採の際に、大型の住居が
みつかると推測された高台が、ウムルジュ湾全体を見
渡せる立地にあることが分かり、ここからランドマー
ク的な建造物が発見された。この遺構は、厚い壁厚

（約 1.5 m）を有するほぼ方形の珊瑚造の建造物であり、
その防御的性格は明らかである。ムカッダスィー

（d.10C.）の記述には、「砦と集落、市場」の存在がみ
られるために、発掘調査によってその遺構の性格が明
らかになることが期待された。
　調査の開始にあたって、集落の一角に測量原点 L
を設け、50 m 四方のグリッド設定を行った（これはさ
らに総計 25 の 10 m 四方の小グリッドに細分化され
た）。このうち、砦と目される遺構は、A1a、A2a、
B1a、B2a にかかる総計 20 の小グリッドに広がる遺
構であるが、本年度調査では、このうち北側を占める
8 グリッドの調査を行った。一方、集落自体は、
D1c〜A1c〜A2c に広がる“House 1”の南端の構成
を明らかにすると考えられる A1c の 4 グリッドから
開始した（図 3）。
　砦とみられる遺構の発掘では、今回の調査は表層下
1 m 程度までの掘り下げを行ったところ、表層の砂に
混じって数多くのブロック（珊瑚・火山岩）が取り上げ
られたが、これは壁体の倒壊に由来していると思われ
た。これらを除去したところで、北壁の内面は、ブ
ロックを整然と積んで面取りを行っていることが確認

された（図 4）。さらに建物の内側では、小部屋の内壁
かと思われる遺構部分も見え始めているが、詳細の確
認は次期に持ち越された。ブロックの取り上げに際し
ては、特に東側の 4 グリッド（A1a4、5/A2a24、25）
では、数多くの石製すり石や石製容器の破片（このう
ちのいくつかはランプや香炉である）と共に、動物骨
がみつかった点が注目された。遺構の外壁部分に関し
ては、初見時の見通しどおりに、東壁（約 34 m）が西
壁よりやや長い台形状を呈していたことが確実となっ
た。ただし北西コーナー部分は樹木の濃密な分布によ
り明瞭ではないので、コーナー部分の正確な同定は難
しいようである（図 5）。
　集落域の House 1 の南端では、壁体①（壁厚 0.6〜
0.7 m 程度）の存在が地表面からも最も分かり易い指
標として観察されていた。今回のクリーニングでは、
この壁体①から 0.4〜0.5 m 程度西側に保護壁とも思わ
れる突出部分（壁体① a、b）が観察された。壁体①よ
り 1.8 m 程度東側には、壁体①とほぼ平行する壁体②

図 2　ハウラー遺跡の遺構分布

図 3　ハウラー遺跡のグリッド設定図

図 4　砦遺構のブロック壁体検出作業
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の基礎部分がみられたが、壁体②の軸線は、壁体①と
はやや異なるため、別の家屋とも考えられる（図 6）。
この壁体②の東側に広がるダッカ（生活面）では、壁体
③に接して、2.8×2.6 m ほどの規模の小部屋がみつ
かった。この小部屋では、床面のモルタルが破壊を免
れて大部分が残存し、部屋の中央近くには、土器を用
いたため土面の盛り上がる炉がみられた。また壁体③
には、排水溝の痕跡がみられたことから、総じて、こ
の空間はキッチンであった可能性がある（図 7）。この

キッチン周りの床面からは、多数の石製すり石がみつ
かっている。壁体②の南側のダッカ上からは、9〜12
世紀に位置づけられると思われるアルカリ釉（青緑釉）
の完形の碗がみつかった。

3．後背地調査
　さて、最後に、後背地調査の成果を報告する。後背
地調査ではハウラーの内陸ネットワークを明らかにす
べく、主に後背地の山谷に残された碑文（グラフィ
ティ）やペトログリフなどを記録している。今期は、
現地インフォーマントからの情報に加え、衛星画像を
用いたリモートセンシングによる地形・岩質分析に基
づく新たな碑文及びペトログリフ・サイトの探索を試
みた。今期はウムルジュの東南東およそ 65 km の溶
岩原の周辺地域と、ウムルジュから南南東方向におよ
そ 50 km に亘って連なる山地（図 8）を中心に計 27 地
点（再調査地点 3 箇所を含む）の調査を行い、古代遊牧
民による古代北アラビア文字碑文 43 点、初期イス

図 5　砦遺構北側部分の発掘終了風景

図 6　集落（House1）南端の壁体残存状況

図 7　キッチン遺構の発掘終了風景

図 8　ワーディー・アルムライリーフ遠景

図 9　ハラード地区の碑文とペトログリフ
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ラーム時代のアラビア文字碑文 46 点と多数のペトロ
グリフを新たに登録した（図 9）。これらのうち、計 62
点の碑文（古代北アラビア文字碑文 21 点、アラビア文
字碑文 41 点）及び大半のペトログリフが衛星画像解析
による有望地点及びその周辺の 9 地点で発見された。
碑文探索のためのリモートセンシング技術の利用は、
管見の限り初めての試みであったが、今回の調査でそ
の有効性が確証されたと言えよう。

4．おわりに
　上記が、2020 年 2〜3 月に行ったハウラー遺跡調査
の概要である。次期調査では、移動ネットワークの構
造と港町の都市構造がより明確になることを期待して、
研究を推し進めたい。
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